































































































































































図 2:DHM本局測器検定室 図 3:DHM本局データデジタル化作業室
Nepal DHMの現業気象観測に関する情報
。気象部管轄のstation




1日1回 0845 ( local time )に日降水量を記録
• climatological station (68地点)
24時間及び日中9時間の雨量・最高/最低気温，湿度
1日は 0845'"'-'0845，日中は0845'"'-'1745 としている O

































Snow and glacier station 位置情報
No. Station Latitude( deg) Longitude( deg) 
l Makalu (Phematan Kharka) 27.44 87.11 
2 Khumbu (Di時boche) 27.53 86.56 
3 La時 ta時 (Kyanging) 28.13 85.33 
4 Annapurna (M.B.C. Bag訂) 28.31 83.57 
5 Kanjiroba (Kaigaon 29.05 82.33 






















• 4月一5月のPre-monsoonに積乱雲による大雨がある O 個々の対流擾乱によ
る雨なのでスケールが非常に小さい。これを地上観測で捕まえるのは困難で、
あろう O




































第 10図 第 11図
南アジアでは、この季節は乾期から雨期へ遷移する時機で、 Pre-monsoon期といわれる季節で
ある。明け方の気温はかなり低いが、太陽が昇るとともに日射は強くなり、昼間の気温はかなり
上昇する D それとともに、午後には積乱雲が発達し(第 12図)、発達の状態によっては、夕方、











第 12図 第 13図
L 
このような雷雨のあと気温は下がり、数時間で晴れて、夜半には星空になる。夜明けはほぼ快
晴で迎えることができる。ポカラの町の北西部の峠であるサランコット(高さ 15 9 2 m) に登
ると、目の前にマチャプチャレ (69 9 3 m)、逢か西方にはアンナフ。ルナの峰々が見渡せる(第
1 4-1 5図)。それも午前 10時頃を過ぎると、雲がかかってもう見えなくなってしまう(第1
6図)。
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成果はTeraoet al. (2001)、寺尾ら(2002)、Teraoet al. (2003)などにまとめられた。人工衛星やレーダ
ーデータの解析により、擾乱のかたちの分類、日変化の特徴のより詳細な解析、雨量計およびレーダ
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